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梅雨も終わりに差し掛かり、暑さもいよいよ本格化してきましたね。アイスもおいしい季節となってき

ました(*＾＾*) 水遊びも始まり、疲れも出やすい時期となっていますので、ゆっくりしながら過ごし

ていきたいですね♪ 

 

今月は梅雨という事もあり、外遊びに行けな

い事が多く、しゃぼん玉をしました！友達や

先生が吹いてくれるしゃぼん玉に大興奮！こ

の時期ならではの遊びを楽しみました★ 

めやすばこＴＯＰＩＣＳ 

お子さんとの関わりの中で『何で叩くの？』『何で泣くの？』という状況になった事はありませ

んか？なぜそのような姿になるのかというと、①感情のコントロールの難しさ ②適切な表現方

法がわからない という姿からくるのかもしれません。例えば、おもちゃを取られた→叩く（拒

否）、欲しい物が買ってもらえない→泣く（要求）という状況です。その時に「何で叩くの！叩

かないで！」のように伝える事は、子どもに対して“どんなに嫌な状況になってもあなたは気持

ちを伝えてはいけませんよ”と知らせている事と同じだと言えます。子ども達は叩く、泣く以外

の方法を知らない可能性があるのです。そのようになった時の対応としては、ダメな事を伝える

と同時にどのような行動を取ればよかったかを伝えてあげると良いと思います。例えば、「叩く

のはダメだよ。やめてって言うよ」のような伝え方です。また「今日は買い物に行くよ。おもち

ゃは買わないよ」等、事前に約束をしておく事も大切です。お子さんに応じた関わりがあるかと

思いますので、気になる方は職員にぜひ聞いてみて下さいね！ 


